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いて導波管回路を設計し、数値計算例と動作特性の計算結果を示す。また、 4 GHz 帯における増幅
棋の試作、実験結果について述べ、検討をおこなっている。
第 6 章において、この論文の各章を総括して、こグ〉研究から得られた結論を記述している。
おわりに、付録を記して稿を結んでいる。
論文の審査結果の要旨
本i論文は導波管にエサキダイオードを取付けた構造のマイクロ波帯増幅器の特性を実験と解析によ
って明確にして、増幅器の設計の基本を得たものである。
まず反射形および透過形の増幅器において、導波管に誘電体を装荷する方法とリッジ導波管を利用
する万法とを新しく提案し、実験例によってその特性を明確にするとともに、安定条件を満足しやす
くなることを確認し つぎに誘電体を装荷した場合の解析を行なって、等価回路を導き、数値例につ
いて検討して、実験とよい一致を見ており、その結果から増幅器の設計の基本を与えている。さらに
反射形増幅器において その前方に導波管回路で構成した梯子形リアクタンス回路を接続することによ
って、増幅帯域を広帯域化する一つの方法について解析して実験的に検討している。以上のように本
論文はマイクロ波工学に新しい知見を如えるとともに通信工学に重要な指針を与えるものであって、
学位論文に値するものと考える。
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